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はじめまして。
スポーツ・アウトドアウエアを長年、製造販売している株式会社ゴールドウインです。

私たちにとって、毎日着る、なくてはならない服は、地球環境だけでなく人権問題なども含
めて、多くの課題と関わっています。

地球にやさしい服ってどんな服だろう？
未来にどんな服があったらいいだろう？
どんな仕組みがあれば、環境への負荷を減らせるだろう？

みんなのひらめき・アイディアで、地球の未来とこれからの服のありかたを一緒に考え たく
て、 2026年3月、「ゴールドウイン  地球にやさしい未来の服、ひらめき展」を開催します。

この教材を通じて、今の地球環境と服（ファッション）の関係性や課題を学んで、地球にや
さしい未来の服について、一緒に考えてもらえたら嬉しいです。



服の役割は何だと思いますか？

？



私たちにとって服とは？

身体を守って
くれるもの             

快適に
過ごすことが
できるもの

自分自身を
表現することが
できるもの

毎日、必ず
着るもの



つまり・・・

なくてはならない “必需品”
といえます。



だけど・・・



ファッション産業がかかえる課題

環境汚染産業 第2位
出典：国連貿易開発会議（UNCTAD）

さんぎょう か だい

かん   きょう     お    せん   さん    ぎょう

https://unctad.org/en/pages/newsdetails.aspx?OriginalVersionID=2005






材料
調達

資源の枯渇 環境汚染 人権問題

・ポリエステルやナイロンなどの
化学繊維の原料：石油資源
・石油は作り出せない：資源枯渇
の問題

・生地の染色や素材の過剰栽培：
水の大量使用の問題
例：綿の Tシャツ１枚をつくるの
に、一般的な家庭の浴槽約 11杯分
を使用ともいわれる

・過剰な大量生産：農薬や化学
薬品による土壌や水質汚染

・染色工程で発生する化学物質
を含んだ排水：河川に流出し、
水質汚染が発生

・児童労働や強制生産など、服
の原料生産現場における搾取

・綿（コットン）栽培：大量の
農薬や化学薬品を使用。人体へ
の農薬被害

服の主な材料：布生地・糸・部材（ボタン、ファスナー）など
低価格・大量生産のファストファッション：大量の原料を使用

材料についての課題の深刻化



産業廃棄物 環境汚染 人権問題

・裁断くず：生地から型を切り
抜くときに裁断くずが発生

・過剰な生産：産業廃棄物処理
の問題

・過剰な染色：化学物質を含ん
だ排水の河川流出による、水質
汚染

・プリントや加工：使用される
インクからの揮発による大気汚
染や水質汚染

・劣悪な労働環境での縫製
や加工作業

服の製造・生産過程：生地裁断・縫製・加工などのさまざまな工程があり複雑

服が多様化するなかで、課題も複雑化

製造



過剰なセールス 大量廃棄

・過剰な販売：流行をあおる
マーケティング手法により、必要
数以上の購入が発生

・ファストファッションなど
の過剰生産：一着あたりの生
産コストを下げるために過剰
な大量生産が行われ、売れ残
りや新品さえも廃棄される問
題

過剰な生産：ファストファッションの台頭
過剰な販売：過剰に流行をあおるマーケティング手法

売れ残りや新品の大量廃棄問題

販売

参考資料： Pulse of the Fashion Industry Report 2017

廃棄量
60％

消費量
40％



利用

大量消費 環境汚染

大量消費：着られる服の廃棄。購入後、着用されていない死蔵衣類の増加
日々のお手入れ：洗濯排水からのマイクロプラスチック流出

消費者側も抱える課題

・大量消費：長く 1着を着続けるよ
りも、買っては捨てるサイクルの定
着の懸念

・死蔵衣類：タンスなどでほとんど
着られずにしまわれたままの服の増
加

出典：国際自然保護連合（ IUCN,2017 ）

・洗濯によるマイクロプラ
スチックの流出：海に流入
するマイクロプラスチック
のうち、約 35％が一般家庭
の洗濯排水によるとの報告
もある

洗濯排水

35％
その他
65％



大量廃棄 廃棄場所 環境汚染

・日本国内の服の年間新規供給
量：約 82万トンのうち、約 56万
トンが事業所（メーカー等）と
家庭から廃棄されていると推測

・廃棄量：リユースや資源とし
て回収される量と比べて、圧倒
的に多い

・廃棄される服のうち多くが埋
め立て処分され、埋め立て処分
場所の問題に大きく影響を与え
ています

・埋め立て処分された服から有
害物質が発生し、土壌汚染が引
き起こされている場所もありま
す

・大気汚染：焼却処分におい
ては、有害な化学物質を含ん
だガスが排出される

・人体への影響：とくに化学
繊維は、燃やすと有害なガス
が発生

大量廃棄：現状はリユースやリサイクルよりも廃棄量が多い
廃棄場所：増え続ける廃棄物の廃棄場所の課題
焼却処分：有毒ガスによる環境や人体への影響

これからも続いていく課題

廃棄

参考資料：環境省  2024年版「衣類のマテリアルフロー」



1

環境汚染
問題

資源枯渇
問題

服を「つくる」、「消費する」ことに

よって起きている問題

人権
問題

2 3



地球にやさしい未来の服

一緒に考えてみませんか？



考え方のヒント “つくる”を変える

どんな
原料素材がいい？

どんな
仕組みがあるといい？

どんな
会社や人に

つくってほしい？

どんな
売り方がある？



考え方のヒント “着る”を変える

服を買うときの
選び方は？

着られなく
なったら
どうする？

どんな
お手入れ方法
がある？

長く着るための
工夫はある？



どんな、ひらめき・アイディアがあるだろう？

地球にやさしい未来の服は、どんな服だろう？





たくさんの
ひらめき・アイディア
お待ちしています。



【 お問い合わせ】

「ゴールドウイン  地球にやさしい未来の服、ひらめき展」事務局
TEL： 03 -5877 -8165 （ ポプラエデュケーション 内）

受付時間：平日 10 ： 00～17 ： 00 （土日祝日と年末年始 12/29～1/4を除く）
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